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研究成果の概要（和文）：  

本研究は「広義の質問」を対象とし，(1)質問を観測する状況の設定と記録方法の設定，(2)

インタラクションのセンシングと記録，(3)現象の類型化と機能の整理，(4)質問を扱う情報メデ

ィアのプロトタイプの検討を行った．まず，複数人が行動する種々の会議，学習・見学の場，

ワークショップを対象に，人間の振る舞いをできるだけ簡易かつ自然な行動を妨げずに記録す

るための環境設定を行い，データ収集を行った．並行して，テキストによる質問応答システム

における質問の収集を行った．次に，質問の意図，恣意性，回答方法の類型化とそれらのパタ

ーン，様々な要求の識別について調査を行った．さらに，会議における質問の類型化とそれに

よる会議のまとまり(発話の結束性)の推定を行い，システムと人間の協調によって会議状況の

可視化を行う手法を提案した． 

 

研究成果の概要（英文）： 

 The purpose of this project is to investigate a framework for dealing with questions in a 

broad sense. We conducted (1) designed the situation and environments for questions, (2) 

sensing and recording interactions, (3) analyzed the interactions and functions, and (4) an 

implementation of a prototype system. First, we designed a sensing and recording system 

for meetings, project learning, and workshops, then, gathered data without seriously 

interferring natural activities. we also gathered questions in Web pages. Next, we 

categorized intentions, arbitrariness, and methods of answering for questions, and methods 

for discriminating them. Then, we proposed the method for visualizing the discussion 

status of meetings by the collaboration of an automated system and humans, which is 

based on the analysis of questions in meeting and cohesion of utterances. 
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１．研究開始当初の背景 

 

言語による明瞭な質問は従来から情報科
学・工学で扱われてきた．例えば，自然言語
処理や情報検索の分野での質問応答は重要
な研究対象となっている．これらは，質問の
意図がはっきりしており答がはっきりと与
えられるものであり，要求されている情報を
いかに正確に抽出，検索するかという問題に
重点が置かれている．しかし，「相手に情報
の表出を促す言動」は単純なものではなく，
実世界で様々な形で現れ，様々な機能を持っ
ている．本研究では，これを「広義の質問」
と考える． 

「広義の質問」は実社会で重要な役割を果
たしているにも関わらず，それを体系的に調
査したり，その機能を情報メディアに実装す
ることがほとんど行われてこなかった．これ
は，曖昧な言語行為やノンバーバルな行為を
扱うことが難しいこと，また，その利用方法
について検討が行われていないことに起因
する．このような対象を扱うための情報処理
の枠組みを探る必要がある． 

このような問題に対し，中村らは，人工エ
ージェントによる質問をコンテンツ取得の
ために利用する(仮想アシスタント)等，質問
の利用に関する検討を続けてきた．本研究は
このような取り組みをより体系的に展開す
ることを目指すものである． 

 

２．研究の目的 

 

広義の質問の形態や機能を明らかにする
ことが本研究の目的であり，その記録，解析，
その活用方法の検討などを含む．ここで，広
義の質問としては，バーバル，ノンバーバル
を問わず，意識的な行為かどうかも問わない．
例えば，「怪訝な顔をする」だけでも，相手
に説明を要求する効果的な手段となる．これ
らの広義の質問は様々な状況で現れ，社会的
に様々な役割を果たしている． 

このような行為を 2年間で網羅的に調査す
ることは困難であり，息の長い研究が必要と
されている．そのため，特定の状況を設定し，
その場を様々なセンサを用いて記録・解析す
ることによって，人間が発現する広義の質問
を収集することに重点を置き，次に，それら
を類型化する．さらに，その一部の広義の質
問を扱う機能を情報メディア(プロトタイプ
システムとしてユーザ支援システムを想定)

に埋め込み，広義の質問の利用手法を提案す
ることを目的とする．これらを「質問工学」
の方法論とし，社会に公表することでその後
の発展を促していきたい． 

 

３．研究の方法 

 
本研究のために必要な項目を大きく分け

ると(1)質問を観測する状況の設定と計測・
記録環境の設計，(2)インタラクションのセ
ンシングと記録，(3)現象の類型化と機能の
整理，(4)質問を扱う情報メディアとしての
プロトタイプの検討があげられる．それぞれ
の項目に関する研究を 2年間で進め，「質問
工学」の可能性と問題点を洗い出した． 
扱った対象は，Web における質問，コンテ

ンツの取得補助，教育・訓練の場，会議の場
などである．これらに対し，非言語情報，言
語情報の両面から，人間の意図とその微細な
情報表出を洗い出し，それらが表出されるコ
ンテクストとの関連付けを行った．  
次に，蓄積されたデータの解析を行った．

データはアノテーション(インデックス)付
のマルチモーダルなデータとした．これらの
現象と自然言語による質問応答などの関係
を調べ，これまで扱われてきた「典型的な質
問」と「広義の質問」との類似点，相違点を
比較し，「広義の質問」の類型化を行った．
その結果を踏まえて，会議支援や作業支援の
プロトタイプを設計し，その動作を確認しな
がら，広義の質問の利用方法について検討し
た． 
 
４．研究成果 
 
大きく分けて二つの状況，(a)ノンバーバ

ルコミュニケーションが重要な役割を果た
す一般的な状況，(b)言語によるコミュニケ
ーションが中心的な役割を果たしている Web
での質問応答，について集中的にデータ収集
と調査を行った． 

(a)の状況として，会議，学習・見学の場，
ワークショップでの状況，例えば，教室にお
ける教員と学生のコミュニケーション，訓練
の場における指導者と実習者のコミュニケ
ーションの収録と整理を行った．このような
場では，明示的な行動に加えて，さりげない
振る舞いによる質問の意図表明や情報要求
の発現が多く，種々の行為を解析するための
基礎的なデータが多く集まった． 
会議では，参加者の発話の状況や，発話に

至るまでの態度と共に，質問を核とした議事
進行について調査した． 
学習・見学，ワークショップの場では，個

人視点の映像記録(ライフログ)とその他の
センサによる補強を行いながら，場の記録を
行った．例えば，博物館での見学では，説明
者と見学者の振る舞い，質問のタイミングや
しぐさ，個人的な見学をしているときの振る
舞いなどから，質問に至るまでの様子や質問
しやすさ，しにくさ等をモデル化するための
記録が得られた．このような個人的な体験を



記録することは健常者にとっても十分に価
値のあるものであるが，特に認知的な問題を
抱えた人の深刻な問題を解決する手段とし
て期待できる．  
これらのデータを基に，設定した状況の収

録と解析を行った．質問や疑問の表明には複
数人の間の細かな相互作用が用いられてい
る確認してきたが，それを閲覧したり解析す
るための映像処理にも重要なテーマがある
ことがわかった．各自が身につけたカメラで
収録する映像の広視野化・安定化，複数視点
の統合を援用して場を解析する手法を提案
した． 
さらに，データから種々の振る舞いのモデ

ル化を行った．動作としては，例えば，頭部
の動き(頷き，傾げる，その他)，手指の動き，
動作の淀み，条件反射的な身体の動き等を対
象とした．これらを基に，質問の意図，恣意
性，回答方法の類型化とそれらのパターン，
様々な要求の識別方法等について検討を行
った． 

(b)の状況として，Yahoo!知恵袋を対象に
調査を行った．明示的な質問では問い返しや
問い直しが頻繁に行われており，双方向に情
報要求がなされていることを基に，それらの
パターン，様々な要求の識別方法等について
検討を行った．例えば，説明が不十分である
ことの指摘する回答のタイプと，その指摘に
もとづいて再投稿された質問のタイプ，そし
てそれぞれのタイプが利用される割合を調
査した．この調査結果は説明が不十分なこと
を指摘して質問の作成を支援するシステム
を作成する時に役立つと考えられる． 
実際の情報メディアへの応用を考えるた

めに，会議における質問の類型化とそれによ
る会議のまとまり（発話の結束性)の推定を
行い，システムと人間の協調によって会議状
況の可視化を行う手法を検討し，その枠組み
を提案した．また，Yahoo!知恵袋などの Q&A
サイトでは、複数のアカウントを利用して不
適切な投稿を繰り返し、意見、評価、議論な
どを操作しようとするユーザがいる。そこで
これらのユーザを(1) 異常な投稿行動の検
出、(2) 文体の類似判定、によって検出する
方法について検討を行い，その検出がある程
度可能であることを示した． 
これらの知見の一部は公表したが，まだ多

くの部分が検討段階であり，その結果がシス
テムとして有機的に統合されていない．今後，
新しい枠組みを展開するためのさらなる研
究が必要である．特に，質問のモデル化と生
成手法について，実証的に検討を進めていく
必要があり，継続的に研究を進める予定であ
る． 
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